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芦別市１人１台端末の利活用に係る計画 

（策定年月日：令和７年（2025 年）３月１１日） 

1. １人１台端末を始めとするＩＣＴ環境によって実現を目指す学びの姿 

学習指導要領及び中央教育審議会答申「「令和の日本型教育」の構築を目指して～全

ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」の内容や

これらに引き続く政府の議論等では、ＩＣＴの活用と少人数によるきめ細かな指導体制の整

備による「個別最適な学び」とこれまでも日本型学校教育において重視されてきた「協働的

な学び」を一体的に充実させ、子どものたちの資質・能力を育成することが求められている。 

これらを踏まえて、本市では、これまで取り組んできた「芦別スタンダード」による小中学

校の授業スタイルを統一するとともに、１人１台端末の日常的・効果的な利活用を図り、個

別最適な学びや協働的な学びの一体的な充実に向け、「チョーク＆トーク」の授業からの

脱却を進める。 

また、本市が学校教育の充実を図るため、重点事項として掲げている「学ぶ力の育成」、

「豊かな心の育成」、「健やかな身体の育成」、「地域に開かれた信頼される学校づくりの推

進」に向けた取組を進めるため、ＩＣＴ環境の一体的な整備のほか、様々なツールやサービ

スの利活用に向けた調査研究を進めていく。 

2. ＧＩＧＡ第１期の総括  

国のＧＩＧＡスクール構想を踏まえ、令和２年度に児童生徒及び指導者用端末として１人

１台端末及び全学校において通信ネットワーク等を整備し、様々な場面に応じた、学びの

ツールとして１人１台端末の日常的な利活用を図るとともに、令和５年度からは、デジタルド

リル等を用いた家庭学習の実施による、家庭学習の定着化を図るなど、学習意欲の向上

及び学習環境の整備に努めた。 

また、ＧＩＧＡスクール運営支援センター整備事業として、１人１台端末の安定稼働状態の

維持を目的としたＳＥによる支援を行うほか、１人１台端末の利活用促進を支援するための

ＩＣＴ支援員の配置やネットワークトラブル等の各種問い合わせに対応するため、ヘルプデ

スクの開設を行った。 

一方で、一部の学校では、利用場所によって、ネットワークの接続が不安定になることや、

生徒の一斉利用による接続の遅延という事象が起きたため、ＧＩＧＡ第２期においてはネット

ワークアセスメント事業により、課題の特定・解消に努める。 

3. １人１台端末の利活用方策  

委託業者によるＧＩＧＡスクール運営支援を継続し、「主体的・対話的で深い学び」の実現

に向けた授業改善を図るため、端末を日常的・効果的に利活用できるよう、ＩＣＴ支援員によ

る教職員向けの研修内容を充実させ、ＩＣＴ活用指導力の向上を図る。 

１人１台端末の日常的・効果的な利活用を継続するとともに、様々な困難を抱える児童
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生徒に対する支援として、「不登校児童生徒の授業への参加・視聴機会の提供」、「障がい

のある児童生徒や病気療養児等、特別な支援を必要とする児童生徒の実態に応じた支援」

などの、多様な場面での利活用に向けた調査研究を進めていく。 

１人１台端末の利活用による「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現に向け、指導

者及び学習者用デジタル教科書等のデジタル教材を導入し、授業等において効果的な利

活用を進めていく。 

また、児童生徒の様々な場面における具体的な活用方策について、活用事例の調査研

究や課題の共有など、市教委と学校で連携を図りながら検討し、実行することで学校教育

の質の向上を図る。 


